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研究成果の概要（和文）：　本研究の継続期間中に８篇の論文を公表した。最初の論文は、行為の演技論的説明によっ
て自己犠牲的行為を説明するものであった。自己犠牲への関心は期間中のすべての論文に関わっている。
　第二の論文では、実験哲学の手法により、行為説明の比較文化論的な考察を行なった。そして、日本的な行為説明が
しばしば行為者と周辺環境の協同による結果として行為を説明するものであることを見出した。
　残る６篇の論文は、周辺環境の要因を行為のためのシナリオと見なす立場をとり、自己犠牲のように見かけ上は不合
理な行為でも、シナリオによって与えられる虚構空間において合理的説明が与えられるということを見出した。

研究成果の概要（英文）： I have published nine papers while this study project has been carried out from 
2010 to 2014. The first one published in 2010 was about the explanation of self-sacrificial act by means 
of play-acting theory of human action. The act and concept of self-sacrifice has been the basic 
concernment of the whole series of my papers written on this project.
 The second paper was about the cross-cultural perspectives for folk-psychological explanations of human 
action. I have found that the Japanese view on action typically involves an attitude that looks upon an 
action as a collaborative outcome of the agent and the socio-cultural environment. The totality of the 
environmental factors can be regarded as an action scenario for the agent.
 The rest of my papers are about the possibility of taking scenarios seriously and I have found that a 
seemingly irrational action, such as self-sacrificial one, can be reasonably explained in a fictional 
space set up by the scenario for the agent.

研究分野： 哲学・倫理学

キーワード： 自己犠牲　行為論　演技　虚構　fiction　意志　権力　共同行為
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の学術的背景は、近現代西洋哲学に

おける人間の行為の理解、すなわち、哲学的
行為論である。本研究の行為一般を演技とし
て分析する立場（以下、「本研究の立場」と
言う。）は、従来の行為論と、次の２点で大
きく異なる。 
（１）【行為の共同性】 本研究の立場で

は、個人の行為を、その個人を含む集団の慣
習や規範や制度がシナリオとして作用した
因果的帰結と見る。すなわち、従来の行為論
のように、行為を或る個人単独の心的状態
（欲求や信念や意図）の因果的帰結とのみ見
るのではなく、集団的志向性の因果的帰結と
も見なす。言い換えれば、本研究の立場は、
デイヴィドソン等の「行為の因果説」を社会
的な次元へと拡張するものである。 
（２）【行為者の相対的な私秘性】 本研

究の立場では、集団的な志向性（シナリオ）
に沿って個人が行為するとき、同時にその個
人の私的な心的状態が、現実の行為とは別に、
かつ現実の行為と背馳しうるものとして存
在する、と認める。ちょうど、俳優が脚本に
従って演技する際、脚本に対する俳優個人の
私的で批判的な思念が演技上の所作とは別
に存在すると認められるように（なぜなら、
脚本に批判的でも俳優は所作を実行するか
らだが）、たとえ集団的なシナリオに沿って
行為していても、その個人の私秘的な心的状
態が、そのシナリオに相対的に、そのシナリ
オへの批判的な思念として認められるので
ある。こうして、いわゆる一人称の私秘性
（privacy）が、第三者からの絶対的な到達不
能性ではなく、シナリオに沿う外形的所作の
みからでは推認できない、という相対化され
た到達不能性に解釈し直される。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、（Ａ）人間の行為

一般を、何かのフリをしたり、真似をしたり、
演技をしたりすることと同じ構造を備えた
ものとして分析し、（Ｂ）その分析にもとづ
いて、社会哲学（ないし道徳哲学）の新しい
原理を提起することである。 
（２）フリ・真似・演技は、行為者と観察

者の共有する典型的行動パターンを一種の
シナリオとして成立する共同行為であり、幼
児期の道徳や言語の習得に深く関わってい
る。従って、本研究の目的は、（Ａ′）個人の
意思を、共有されたシナリオの下での行為の
発 動 と 関 係 づ け 、（ Ｂ ′ ） 個 人 主 義
（individualism）を含みつつ、これを超える
社会哲学の原理を模索すること、である。 
 
３．研究の方法 
（１）人間の社会的行為を演技として見る

という、本研究の基本的な立場の正当性を、
自己犠牲的行為という行為類型に即して論
証する。併せて、環境に組み込まれた行為の
制約条件を、行為を産出する社会的シナリオ

として行為者に優越する水準で導入するこ
との正当性を事例研究によって提示する。 
（ ２ ） 虚 構 の 物 語 を 語 る (fictional 

storytelling)という言語行為に着目し、物語に
関して複数の人々が共通の理解を形成する
意味論的なメカニズム、及び、虚構の登場人
物に愛着や嫌悪を感じたり、共感や反感を抱
いたりする情緒のメカニズムを、Ｋ・Ｌ・ウ
ォルトン（K. L. Walton）ジョン・サール（J. 
Searle）、デイヴィド・ルイス（D. Lewis）、 グ
レゴリー・カリー（G. Currie）等の研究に拠
りつつ、考察する。 
（３）演技的行為や神話的世界理解による

集団形成の実態を、未開社会や石器時代に関
する報告を通じて把握し、西洋近代の知性主
義的な集団形成の理論枠組みと対比して考
察する。 
（４）Ｋ・Ｌ・ウォルトンのごっこ遊び概

念による藝術作品の解釈の理論を詳細に検
討する。これによって、人間の行為一般が、
現実世界の身体を虚構世界に移し入れて行
為するという構造、言い換えれば、理念の中
での身体の動作という構造を持つことを明
らかにする。 
（５）ウォルトンのごっこ遊び概念による

藝術解釈の理論を、現実の行為の局面に適用
し、共同的な力（すなわち、権力）の下にお
ける人間の行為の分析を行なう。これによっ
て、個人と社会の関係のあり方を分析する。 
 
４．研究成果 
（１）自己犠牲に関する行為論的な分析を

行ない、自己犠牲的行為は演技的水準を導入
しなければ十全に説明できないことを論証
した。ひいては、人間の行為に対しては演技
的な水準を導入して解釈を行なうことが不
可欠な場合があることを論証した。［主な発
表論文の⑧］ 

 
（２）英語の「will」と日本語の「意志」

の使用規則の違いに着目し、「意志」に顕著
に見られる状況依存性を導入すれば、意志の
弱さ（アクラシアー）や自己欺瞞といった西
洋哲学の「the will」概念に固有の難問が、無
理なく解消できることを示した。一般的に述
べれば、環境に組み込まれた行為の制約条件
を、行為を産出する社会的シナリオとして行
為者に優越する水準で導入すれば、個人の the 
will にともなう難問が消滅すること、並びに、
個人主義とは異なる社会構成の原理が洞見
されうること、を論証した。［主な発表論文
の⑦］ 

 
（３）暴力を是認する神話的言説の中で、

類人猿とは異なるヒトの集団的な行動規則、
すなわち道徳的な諸規則が発生する、という
人類学的見通しを明らかにした。 
太古の神話的言説は、しばしば狩猟活動の

ための虚構の枠組みとして機能しており、こ
の虚構の枠組みの中で、狩りにおける動物殺



し、すなわち環境を共有する仲間の殺害とそ
の肉の利用が正当化される。これが人類の始
原のイデオロギー的な装置であり、シャーマ
ンはこの装置を機能させる主たる行為者で
ある。 
この構造は、ヒト社会の基盤に、権力と道

徳を形成する演技的な振る舞いの層が存在
する、ということを意味するものである。［学
会発表の①］ 

 
（４）ジョン・サール、デイヴィド・ルイ

ス、グレゴリー・カリーの虚構の理論を分析
し、これらの理論がいずれも「何かのフリを
すること（pretense）」という心的態度に虚構
の語りの基礎を置くのにも関わらず「フリを
すること」自体の分析を欠く、という欠陥を
持つことを明らかにした。 
サールとカリーは、語用論的な関心に沿っ

て虚構の語りを分析し、断定するフリをする
こと（サール）、またはごっこ遊び的に信じ
ること（カリー）を、虚構の語りの基礎であ
るとする。ルイスは意味論的な関心に沿って
分析し、言語と可能世界の対応関係から虚構
を特徴づけるが、可能世界を設定する際に、
フリ行為（pretense）の概念を利用する。これ
らの理論は、虚構の根底に「何かのフリをす
ること」を見出し、かつ、それ以上分析しえ
ない原始概念（primitive concept）としてそれ
を扱う、という構造的欠陥を持つ。 
この欠陥は、言語だけではなく画像や身振

りまで含めて記号解釈のメカニズムを分析
し、象徴一般に共通の、非現実の提示効果（ご
っこ遊び的な提示効果）を与える認知と行動
の基礎的構造を取り出すことによって、克服
可能であるという見通しが得られた。［主な
発表論文の⑥］ 

 
（５）Ｊ・Ｄ・ルイス＝ウィリアムズによ

る旧石器時代の洞窟壁画の象徴論的な研究
を踏まえ、西洋哲学の知性主義の伝統が、洞
窟壁画によって示唆されるシャーマン的な
活動とどのように対立するのかについて、原
理的な考察を行なった。知性主義は、政治
的・宗教的共同体の不合理な力（権力性）に
直面するときに、しばしば無力さをあらわに
する。シャーマン的なトランスは、知性主義
の抑制を外して人々を不合理な共同行為に
巻き込む政治的な仕掛けとして機能すると
いう洞察が得られた。［主な発表論文の⑤］ 

 
（６）象徴一般に伴う非現実の提示効果

（ごっこ遊び的な提示効果）を与える認知と
行動の基礎的構造を取り出すために、Ｋ・
Ｌ・ウォルトンのごっこ遊び概念による藝術
作品の解釈の理論を詳細に検討した。 
ウォルトンは、想像力の基本的な構造の分

析から考察を始め、最終的には、藝術作品を
小道具（props）として人々が各人のごっこ遊
び世界を形成し、その世界におけるごっこ遊
び的行為（虚構世界における身体動作）を通

して藝術作品が解釈される構造を描き出し
ている。 
ウォルトンの藝術理論の検討により、象徴

活動を包摂する行為一般が（すなわち、動物
的・生理的欲求によらない行為一般が）、現
実世界の身体を虚構世界に移し入れて行為
するという構造、つまり身体の想像世界での
演技的所作という構造を持つこと、が明らか
となった。［主な発表論文の④］ 

 
（７）虚構における行為を分析するために、

日常生活の中での虚偽に対する感情反応と、
藝術作品の虚構表現に対する感情反応とを
対比した。すなわち、日常生活ではウソと分
かっている話に感情を動かさないが、藝術鑑
賞ではなぜ作り話に泣いたり笑ったりする
のか、という問いを取り上げた。 
藝術鑑賞をごっこ遊びの一種と見なすケ

ンダル・Ｌ・ウォルトンの理論によれば、藝
術作品の「美的」な特質によって、人は擬似
的な感情反応を抱き、ごっこ遊びの中でこの
擬似感情が真の感情として体験される、と解
釈される。藝術作品の「美」と、虚構世界に
おける「真の感情」とは、共同的な力とその
力に対する自発的な服従というように読み
替えることができる。したがって、藝術鑑賞
の分析において、権力の作用の下で生きてい
る私たちの行為を分析する手がかりがある
ことが明らかになった。［主な発表論文の③］ 

 
（８）ごっこ遊びにおける「共同的な力」

への自発的な服従という分析枠組みを、アジ
ア太平洋戦争における日本人戦犯の心理と
行為に適用した。兵士らは、「善」であるか
どうかに疑いの残る命令に自発的に服従す
るとき、ちょうどごっこ遊びに参加する幼児
のように、自分の事実認識を保持したまま、
権力によって設定された虚構の枠組みに沿
って身体を動かした、と解釈できる。 
この演技的な構造を想定するとき、「しか

じかの行動は自分の意志で行なったもので
はない」という兵士らの弁明は、たんなる自
己欺瞞とは異なるものとして、すなわち、俳
優のセリフや所作は俳優個人の意志から生
み出されたものではない、という自明の真理
を語る言葉として理解することが可能とな
る。こうして、演技的な行為を通じて形成さ
れる虚構世界の共同性は、しばしば行為者の
〝素の〟水準に、虚構世界においては実現さ
れなかった（すなわち、シナリオから予測で
きない）私秘的な領域を作り出すことが明ら
かにされた。［主な発表論文の②］ 

 
（９）古代ギリシアでは、演技者は「ヒュ

ポクリテース（ὑποκριτής）」と言う。英語の
「hypocrite 偽善者」の語源である。西洋近代
世界では、個人の演技的行為は、ウソを吐く
ことや偽善的振る舞いと同様に、強く忌避さ
れる。ところが、すでに研究成果（１）で明
らかにしたように、自己犠牲的行為を説明す



るためには、演技的構造を利用する説明枠組
みが不可欠である。すると、近代的個人は自
己犠牲の存立し得ない条件の下に置かれる
ことになる。しかるに、イエスの自己犠牲は
西洋近代世界の道徳的な基盤の一つである。
ここに、合理的個人は自己犠牲を為しうるの
か、という問題が出現する。 
この問題は、近年ヒースウッドによって、

「自己犠牲論法（ the argument from self- 
sacrifice）」と名付けられ、幾つかの議論が提
出され吟味されている。近代的個人は合理的
に自己犠牲的行為を為しうるという立場に
立つオーバーボルドの議論と、同じ立場を別
の枠組みで論証するヒースウッドによる議
論を検討し、彼らの論証を論駁した。さらに、
この両名の議論を越える射程を備えたチャ
ールズ・テイラーの個人の概念を検討し、合
理的個人は、実は暗々裡に共同的な理念に服
従することによってのみ、十全な個人たり得
るという逆説が成り立つことを確認した。
［主な発表論文の①］ 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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